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昭島市産業振興計画について
1  背景と目的

2  計画の位置づけと計画期間

平成19年度に初めて策定された昭島市産業振興計画は、
策定から10年経過し、市内産業を取り巻く状況に変化

産業振興計画
策定委員会

・ヒアリング調査
・ワークショップ

見直し検討
昭
島
市
産
業
振
興
計
画
改
定

・人口減少、急速な高齢化社会
・経済や情報のグローバル化
・経済情勢や政治情勢の社会不安

・産学官金検討委員会の設置
・調査・分析・施策検討
・事業承継、創業支援

成果・課題

年　度 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38

第五次昭島市
総合基本計画 検証 　 　 　 目標

年次 　 　 　 　 　 　

まち・ひと・しごと創生
昭島市総合戦略 　 　 　 目標

年次 　 　 　 　 　 　 　

昭島市
産業振興計画 策定 前期

計画 　 　 　 計画の
見直し

後期
計画 　 　 　 目標

年次

平成25年度から平成27年度にかけて
躍動するあきしま元気プロジェクトを実施



1 2

昭島市の概況
 地勢
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人
口（
人
） 

人口区分 人口数
（人）

総人口 112,731

年少人口 
（0～ 14歳） 14,191

生産年齢人口 
（15～ 64歳） 70,079

老年人口
（65歳以上） 28,461

※住民基本台帳より作成
（平成 29年 3月1日現在）

年齢３区分別人口の推移
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 産業別従業者数

 産業別事業所数

 就業者の状況

第１次産業 第２次産業 第３次産業

（人）

※国勢 調査 より作成  

平成２年 平成７年 平成12年 平成17年 平成22年
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宿泊業飲食サービス

生活関連サービス
医療・福祉

建設業
製造業

不動産業物品賃貸業
教育

学術研究
運輸業・郵便業

事業所数

0 4000 8000 12000

製造業
卸売業・小売業

医療・福祉
宿泊業飲食サービス

運輸業・郵便業
サービス業（他に分類されないもの） 

建設業
教育

生活関連サービス

従業員数

事業所数

1位 卸売業・小売業 24.5％

2 位 宿泊業・飲食サービス業 14.7％

3 位 生活関連サービス業・娯楽業 9.6％

従業員数

1位 製造業 26.5％

2 位 卸売業・小売業 19.1％

3 位 医療・福祉 13.1％
※平成26年経済センサス基礎調査より作成
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産業の課題と可能性

課　題課　題課　題課　題課　題課　題課　題課　題課　題課　題課　題課　題

可能性可能性可能性可能性可能性可能性可能性可能性可能性可能性可能性可能性

※産業振興計画策定にあたり、市内事業者や産業関係者にヒアリング調査を行いました。
　上記課題と可能性はヒアリング時に出たコメントをまとめたものです。
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基本理念

計画のコンセプト

①昭島のブ ランデ ィング への寄与①昭島のブ ランデ ィング への寄与①昭島のブ ランデ ィング への寄与

つながる・ふれあう・めぐるみずみずしい暮らしをつくる産業振興つながる・ふれあう・めぐるみずみずしい暮らしをつくる産業振興つながる・ふれあう・めぐるみずみずしい暮らしをつくる産業振興

②持続可能なまちづ くりへの寄与②持続可能なまちづ くりへの寄与②持続可能なまちづ くりへの寄与

市民が「住み続けたい」と思い、他地域の人々が「訪れたい・住みた
い」と思う昭島をつくることに寄与する産業振興を目指します。

産業における世代交代、イノベーションによって、昭島らしさを残し
ながら、新しいものを創造する好循環を生み出し、持続可能なまち
づくりに寄与する産業振興を目指します。

 基本方針  推進姿勢
①連携の推進
「あきしまの水」など、工業、商業、農業、観光に
よる産業間連携で昭島ブランドを確立し、広域連
携で広い視野の産業振興を推進します。

②健全な世代交代の促進
各産業の新陳代謝を目指し、事業承継などの世
代交代の環境を整備するとともに、創業を支援し、
新しい事業者を生み、育てる仕組みをつくります。

③市民に身近な産業づくりの推進
産業と都市の共存共栄を目指し、市民に対する
各産業の認知度を高め、触れ合いを増やし、各産
業に対しても市民との関係づくりの機会を増やし
ます。

①主体と時期を明確にし「本気」で取り組む
計画の内容について、誰がいつまでにやるのか

を明確にして、目標を達成し、成果を生み出すこと
を目指します。

②「選択と集中」の計画とする
計画の対象となる領域や実施する内容を、広く

すべてを網羅するような形ではなく、必要で確実に
取り組めるものを選び、選択と集中の計画とします。

③「評価と見直し」を含めた計画とする
計画を立案するだけ、施策を実施するだけにせ

ず、実施内容の評価を行い、時代や社会の変化に
対応し、計画そのものを見直していくプロセスを
最初から含んだ計画とします。
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各産業の方向性と具体的施策

市民にとって身近な工業となることで昭島の“人財”をつなげる市民にとって身近な工業となることで昭島の“人財”をつなげる市民にとって身近な工業となることで昭島の“人財”をつなげる

①市民認知・市民参加の促進 
住宅と工場の共存は今後も避けられないことから、対話や協働を行うことで、中核企業、中小企業の個別事業所単位
に対する認知度を高め、市民と事業所との協働を増やします。

②人材の確保・育成
昭島市には日本を代表する中核企業や中小企業が存在し、それらの事業所が将来移転することを防ぎ、今後も市内の
事業所が日本の工業力を牽引できる環境づくりが必要です。そのような産業育成について、本計画では人材確保、人
材育成を通じて寄与します。

③人材の定着と活用
市内事業所の特徴として従業員は市内及び近隣西多摩エリアから通う人が多いことがあげられます。従業員に対する
福利厚生サポートをすることで、企業・地域に対する人材の定着につなげます。

 具体的施策
施策概要 具体的な内容

騒音対策、環境改善に関する設備投資への
支援

工場設備の改善費や、ものづくり中小企業者が操業維持するための市
内の移転費用の補助を行います。国や東京都の補助金活用の検討を
行います。

技術・商品のＰＲ

市内事業所の技術や商品のＰＲを市民向けに行います。現在は庁内市
民ロビーにある市内産業展示コーナーにおいて商品等の紹介を行っ
ています。この内容を続けながら、市民に広く周知できる方法を検討
していきます。

昭島の工業力のみえる化
昭島市の工業の中核企業、中小企業のみえる化を図り、昭島の「工業
力」を地域内外にＰＲします。関連団体と連携を図り、内容や形式等を議
論しながら具現化します。

事業所による出前授業の体制確立 市内事業所による小中学校等への出前授業を支援します。実施可能
な事業所と小中学校等とのマッチングを行います。

近隣の大学、高専、工業高校等と連携した
人材確保支援

近隣の自治体や教育機関と就職について連携を図ります。学内の合
同説明会に昭島市の事業所がまとまって参加するなど、人材確保に関
する連携を支援します。

市内事業所に対する勉強会等の開催支援
市内事業所が交流も意図した勉強会等の開催を支援します。テーマ
は、特定の技術に関するものから人材確保、定着、活用等について実施
します。

従業員向け福利厚生サービスの充実 市内事業所に勤務する従業員に対して、商店や飲食店の割引などの
キャンペーンを実施します。

たま工業交流展の参加支援 ものづくり企業の優れた技術や製品など、企業同士のマッチング事業
を行います。

就職面接会の開催 ハローワーク立川との共催により、近隣市も含む事業所と就職希望者
のマッチングを実施します。
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昭島らしさで魅力を向上し、新陳代謝でにぎわいを生み出す昭島らしさで魅力を向上し、新陳代謝でにぎわいを生み出す昭島らしさで魅力を向上し、新陳代謝でにぎわいを生み出す

①既存商店の魅力向上
人が多く集まる大型商業施設とのタイアップを図るなど、地域の個店の魅力を積極的に発信し、後継者にバトンを渡
せる環境をつくります。

②昭島ブランドの開発・販売
「あきしまの水」「昭島ブランド・フードグランプリ」などを活用し、目玉の商品となる昭島ブランドを開発・販売しま
す。地域全体でＰＲ、活用することでシビックプライドの醸成や地域活性化につなげます。

③若者の創業支援
「従来の創業支援」＋αで若者の創業者を呼び込みます。若者が創業することで、まちに活気をもたらし、新たな来街者
を呼ぶきっかけとなります。若者を中心とした世代の新陳代謝を促し、市内空き店舗が新たな個店として生まれ変わ
る事で商店の新陳代謝を促します。

施策概要 具体的な内容

大型商業施設とのコラボレーション 市内の商業者が大型商業施設で物産展や「マルシェ」などの販売イベン
トを実施し、個店の認知度向上と売上増加につなげます。

市内事業所へのPRやキャンペーンの実施 市内の事業所に勤務する従業員に対して、商店や飲食店の割引などの
キャンペーンを実施し、個店の認知度向上と売上増加につなげます。

「あきしまの水」ブランド推進
「あきしまの水」ブランドに係る特産品開発や観光商品開発につなげる
ためのシーズ・ニーズを収集し、関係団体や市内事業者と連携し、「あき
しまの水」ブランドを推進・PRします。

空き店舗オーナーと創業者のマッチング 市内の商店街区域内の空き店舗で開業したい創業者を対象に、店舗賃
借料と店舗改装費に対する補助事業を行います。

商店会等活動の支援・魅力向上 商店会などが共同で行うイベントや販売促進活動などの充実を図り、活
性化を推進します。

特色ある個店づくり
既存の店舗に対する支援として、市内の魅力・特色ある個店の推薦を広
く市民より募集し、審査及び表彰を行います。市内外に昭島の個店の魅
力をＰＲするとともに、商店主のやる気醸成へとつなげます。

創業セミナーの実施

若者が創業することで、まちに活気をもたらし、新たな来街者を呼ぶ
きっかけとなります。若者を中心とした世代の新陳代謝を促すため、若
者を含む創業希望者を呼び込み、若者の創業意欲向上及び昭島市での
創業を促すための、セミナーを実施します。

まちゼミの実施
各店舗が講師となって、専門店ならではの知識、情報などを無料で受講
できる「まちゼミ」を実施することにより、市内事業者の活性化を図りま
す。

昭島ブランド・フードグランプリの開催
昭島のブランド料理となりうる商品を市内事業者が出品し、各店舗が受
賞を目指し競い合うイベントを開催します。また、イベントを通して昭島
市のブランド料理を市内外にPRします。

まちコン等地域イベントの開催
独身男女の出会いのきっかけを含む新たな来街者誘致の要素を取り入
れた、商店会を中心とする市内商業の活性化のための地域イベントを
開催します。

 具体的施策
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市民との触れ合いを増やし、農家のやりがいと収入を市民との触れ合いを増やし、農家のやりがいと収入を市民との触れ合いを増やし、農家のやりがいと収入を
向上することで持続可能な農業を目指す向上することで持続可能な農業を目指す向上することで持続可能な農業を目指す

①農家のやりがいと収入の向上
農家の取組みを市民や来街者に知ってもらう機会を提供したり、消費者との触れ合いや、農家の努力が評価されるこ
とによる、“やりがい”を向上していく。
６次産業化や市内事業者等による野菜の消費により、収入を確保するとともに、限られた農地面積で最大限の収益を
上げるため、新技術や施設栽培の導入、農業と加工などの組み合わせによる経営の多角化を図り、収益性を向上させ
ていく。
農地の保全や相続対策をはじめ農家の経営をサポートする体制を作ることにより、農業従事への不安を軽減していく。

②市民が「農」と触れ合う機会の創出
市民が「農」に触れることで、昭島の農業に対する関心と認知度を向上させると共に、実際に「農」に体験・参加すること
による、食の安全や農業の大切さを知る機会を創出する。

施策概要 具体的な内容

市民が農業に触れ合う機会の創出
「親子水田体験教室」などの農業体験や援農ボランティア体験など、市
民が農業に触れるイベントを企画運営することで、農業に対する関心を
高め、理解を深めます。

農家の経営指導をサポート

農地の法律関係、農地保全、生産緑地制度、農業技術指導、農業経営へ
の融資について、市や東京都、農業協同組合がそれぞれの専門性を活
かしサポートします。また、認定農業者についても農業経営改善計画に
沿った５年間の経営サポートを関連団体が協力して行います。

直売所マップの作成 昭島市内外に昭島の農業を知ってもらうきっかけとするとともに、観光
資源としての農業を活用するためのツールとします。

学校給食での地場野菜の使用 学校給食における地場野菜の使用率を高め、食育につなげます。

市内飲食店や食品加工会社での
地場野菜の活用促進

商業者、農業協同組合の連携で、地元野菜の活用の機会を増やし、販路
拡大につなげます。

大型商業施設とのコラボレーション
大型商業施設において、昭島産の地場農産物の販売会を実施し、地域
内外へのＰＲを行います。現在実施している「昭和の森冬祭り」のような
取り組みを維持、拡大していきます。

認定農業者支援

効率的かつ安定的な農業経営を目指す認定農業者に対する農業用器
具や資材の購入等の支援のほか、東京都の各種補助事業を活用し、経
営改善のために必要な施設整備等を支援し、収益性の向上及び経営の
安定化を図ります。

農業特産品共進会 市内の新鮮で安全な農畜産物や加工品の展示・販売を通じて食卓に直
結する都市農業をアピールします。

 具体的施策
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連携のハブとして、昭島のブランディングの中核を担う連携のハブとして、昭島のブランディングの中核を担う連携のハブとして、昭島のブランディングの中核を担う

①観光資源の開発と活用
昭島市における観光スタイルは着地型観光が最適といえます。産業観光をはじめ近隣市ではできない体験を昭島市
でできることがまさに昭島市のブランドであるといえます。産業観光をはじめ、農業資源も活用の対象であり、市内大
型商業施設に来店した来街者に向けた体験イベントや簡易ツアーなどを実施します。

②産業間連系と広域連携
「農業×製造業」や「製造業×商業」などさまざまな産業間連携が考えられますが、観光の観点からコラボレーションを
しかけていくことが重要であり、産業間連携から新しいお土産や「あきしまの水」ブランドに係る商品などを開発しま
す。また、ロケーションサービスや、町あるきイベントにおける近隣市との連携による魅力の増加を目指します。

③シティプロモーションの推進
フォトコンテストやロケーションサービス等を通じてまちの魅力を発信します。外部にPRを行う取組を実施することに
よって、今後の来街者増加、定住促進につなげます。

施策概要 具体的な内容

市内製造業の見学受け入れ体制の充実 町あるきの一環で、見学可能な市内製造業の工場や研究所の拡充を目
指します。

昭島の工業力のみえる化
昭島市の工業の中核企業、中小企業のみえる化を図り、昭島の「工業
力」を地域内外にＰＲします。関連団体と連携を図り、内容や形式等を議
論しながら具現化します。

農ウォークなど体験イベントの実施
町あるきイベントの一環で、農家を見学し、都市農業の実態について知
り、昼食等で実際に食べる体験をすることで、昭島市の農業を知る機会
を醸成します。

観光資源の掘り起し 新たな観光資源を掘り起こします。また、さらなる広域連携が可能かど
うかも検討していきます。

「あきしまの水」ブランド推進
「あきしまの水」ブランドに係る特産品開発や観光商品開発につなげる
ためのシーズ・ニーズを収集し、関係団体や市内事業者と連携し、「あき
しまの水」ブランドを推進・PRしていきます。

シティプロモーション施策の充実 ロケーションサービス、フォトコンテストなど既存事業を含め、発信の強
化を行います。また旧拝島第四小学校の活用を検討していきます。

観光まちづくり協会との連携・支援
観光活動やまちづくりの充実を図り、広報活動、イベント、観光案内など
市内外へ昭島市の魅力を発信するため、観光まちづくり協会への連携・
支援を行います。

郷土芸能まつりの開催 昭島市の伝統文化を集積した郷土芸能まつりを通じ、昭島市の魅力を
市内外に発信し人の流れをつくります。

昭島観光案内所の総合拠点化
東京都認証による公式の「新東京案内所」として、市域全体の案内機能
を有するため多言語対応、提供サービスの多様化を含めた観光情報の
発信を行います。

 具体的施策
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計画の推進について
 計画の主体

 評価と見直し

1年目 2年目 3年目 4年目 5年目 6年目 7年目 8年目 9年目 10年目

年　度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度 平成33年度 平成34年度平成35年度平成36年度平成37年度平成38年度

昭島市産業
振興計画 前期計画 計画の見直し 後期計画

全　体 これまでの成果
の検証

工　業

・ 工業力のみえる
化に向けた協議
開始

・ 騒音対策、環境
改善支援に関す
る今後の施策を
検討

・ 事業所による出
前事業の体制確
立・従業員向け
福利厚生サービ
スの充実化

・ 工業力の見える
化策の具現化

商　業

・まちゼミの実施
・特色ある個店づ
くり施策の企画
・「あきしまの水」
のブランド化に
向けた具体的な
検討開始

・特色ある個店づ
くり施策の実施
・まちコン等地域
イベントの開催

・空き店舗オーナ
ーと創業者のマ
ッチング施策の
今後の方向性
を検討

・市内事業者への
PRやキャンペー
ンの実施

農　業

・直売所マップの
作成

・市内飲食店や食
品加工会社で
の地場野菜の
活用促進方針
決定

・市内飲食店や食
品加工会社で
の地場野菜の
活用促進施策
の実施

観　光

・工業力のみえる
化に向けた協議
開始
・「あきしまの水」
のブランド化に
向けた具体的な
検討開始

・歴史的な観光資
源の掘り起こし

・市内製造業の見
学受け入れ事業
所が現在の２倍
実現
・工業力の見える
化策の具現化

後期計画施策実行
・前期計画の成果検証を踏まえて継
続か、修正目標の設定が必要か検討。
・継続する場合の実施スケジュールの
設定。
・目標未達成の計画について修正目
標の設定。




